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１． 目的 
日本の水資源ダムなどが立地する水源地域では，人口減少が顕著で，高齢化と後継者

の不在等により放棄された農地が全国で増加傾向にある．このような中，生物多様性の
損失を止め，種の多様性が高いハビタットを再興していくネイチャーポジティブの観点
から，営農が継続しにくい放棄農地は，住民参加のもとでいい状態のハビタットに再生
し山野に還すことが，選択肢としてありうる．本研究は水源地域において増加傾向にあ
る放棄農地において，望ましい自然環境の再生の手法を明らかにするものである． 

２． 方法 
放棄農地の自然再生の事例調査を行い，それらの環境ポテンシャルを考慮した上で，

自然再生の類型化を行うとともに，放棄農地の自然再生のアプローチについて考究し自
然再生の手法の体系化を図った．また，得られた自然再生の手法を放棄農地に適用して
いく際に考慮すべき社会的条件について，様々な関係者からの聴き取り調査の結果の分
析を通して明らかにした．さらに，それらの知見の実現可能性を検討するため，実際の
放棄農地の種々の環境条件を計測した上で，自然再生手法の適用について検討した．以
上をもとに，放棄農地の自然再生のガイドラインを作成した． 

３． 成果 
放棄農地の自然再生の計42の事例を調査し，乾湿の環境条件と人為的働きかけ・遷移

の条件から10タイプの自然再生の手法として類型化して整理した（図1）．そして，そ
のような手法が選択できるようにアプローチマップを作成した（図2）．さらに，10タ
イプの自然再生手法の適用に関与する7つの社会的条件を整理し，10タイプをそれらで
評価した．これらによって，放棄農地の自然再生を環境条件，人為的働きかけの条件，
社会的条件を考慮して企画，計画ができる方法論を得た． 
また，開発した放棄農地の自然再生の方法論のフィージビリティスタディとして，岩

手県の放棄農地において環境調査を行った上でその適用可能性を探った．植生の成立に
ついて地下水位と土壌ECなどをもとに決定木分析を行い，土壌のEC，地下水位の値で一
定説明できることが分かった．そして，これらの結果と乾湿の環境条件と人為的働きか
け・遷移の条件，及び社会的条件を考慮して適用すべき自然再生手法をゾーニングし，
そのイメージ図を作成した（図3）．そして，自然再生におけるタイプ選定のフローチャ
ート（図4）を作成し，放棄農地の自然再生の方法論のツールとして付加した． 
加えて，放棄農地の自然再生に適用可能な参加・共創アプローチとして，既往の諸制

度や仕組みをリストアップするとともに，昨今，ネイチャーポジティブに関心が高まっ
ている民間企業の参加と共創によって自然再生に取り組む方途についても考究した． 
以上の調査・分析をもとに，放棄農地の自然再生に取り組もうとする自治体，住民，

NPO，企業等を対象とした「放棄農地の自然再生ガイドライン」を作成した（図5）． 
４． 今後の展望 

放棄農地の自然再生とともに，調整池や遊水池の機能を付加するなど，グリーンイン
フラとしての機能を付加するなど，流域治水も考慮した自然再生の手法の方法論の開発
を行っていきたい． 
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